
 

国土強靱化 民間の取組事例 409  顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 13 顧客の施設等の耐災害性を強化する 

409 公共建築物の強靱化に向けた鋼構造工法の調査・研究 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

一般社団法人日本鉄鋼連盟 
【平成 29 年】 

8010005016710 その他事業者 
【サービス業（他に分類されないもの）】 

東京都 

 （一社）日本鉄鋼連盟では、平成 26 年度より「公共建築物の鋼構造化

推進委員会」を設置し、学校、庁舎、病院等の公共施設の強靱化に向け、

関係団体と連携し、災害に強い工法等の調査・研究活動を行っている。 

 同委員会では、軽量で粘り強い、他の材料との組み合せが容易という鋼

材の特性を活かしながら、学校、病院、庁舎といった公共施設に耐震、

対津波性能を付与する工法や材料の検討を行っている。例えば、コンク

リートを充填した鋼管や鋼製ダンパーによる揺れの少ない耐震・制振構

造や、ピロティ構造による津波波圧低減等の検討・提案を行っている。 

 また、震度７クラスの大地震や巨大津波にも主要構造部を無損傷に止め

る「新構造システム建築物」や、釜石市の復興公営住宅等にも採用され

た工期短縮が可能なスチールハウス等の普及活動を行っている。 

 同連盟では、委員会での調査・研究活動を通して、複合施設化や用途変

更への対応のしやすさ、長寿命化、環境負荷低減、現場省力化等、従来から広く知られる鋼材の長

所に加え、メンテナンスコスト、遮音・振動環境、温熱環境に関する情報不足を解消し、耐震性、

対津波性能に優れる鋼構造の普及・浸透を進める活動を実施している。 
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